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（ 

日
本
軍
慰
安
婦 

） 

県
議
会
に
は
議
会
図
書
室
が
あ
り
、
議
会
定
例
会
中
に
は
、
キ
ャ
ス
タ

ー
付
き
ワ
ゴ
ン
に
数
十
冊
積
ま
れ
た
移
動
図
書
が
議
員
控
室
に
や
っ
て

き
ま
す
。
先
日
の
移
動
図
書
の
中
で
私
の
目
に
留
ま
っ
た
の
が
、
岩
波
新

書
の
吉
見
義
明
著
「
日
本
軍
慰
安
婦
」
で
し
た
。
そ
の
帯
に
は
「
そ
の
全

体
像
と
実
態
を
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
1
冊
を
借
り
ま
し
た
。 

私
が
「
従
軍
慰
安
婦
問
題
」
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
30
年
前
の
こ
と
。

戦
後
50
年
の
年
に
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
小
さ
く
載
っ
た
、
証
言
「
従
軍
慰

安
婦
」
～
ダ
イ
ヤ
ル
110
番
の
記
録
～
が
発
刊
さ
れ
た
と
い
う
記
事
を
見

て
、
取
り
寄
せ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
大
き
な
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。 

 

新
書
の
あ
と
が
き
の
中
で
吉
見
義
明
氏
は
「
旧
著
『
従
軍
慰
安
婦
』
刊

行
か
ら
30
年
た
っ
て
、
よ
う
や
く
本
書
を
書
き
上
げ
た
。
旧
著
を
踏
ま

え
、
か
な
り
の
新
し
い
知
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
日
記
・
資
料
・
部
隊
史
・
警
察
史
」
や
「
証
言
集
」
に

基
づ
い
た
日
本
軍
慰
安
婦
の
実
態
が
つ
ぶ
さ
に
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
日
本
軍
人
に
よ
る
強
制
性
交
事
件
が
各
地
で
頻
発
し
た
た
め
、
強
烈
な

『
反
日
意
識
』
が
生
ま
れ
・
・
・
軍
慰
安
所
の
速
や
か
な
設
置
」「
兵
士
100

名
に
つ
き
軍
慰
安
婦
1
名
と
い
う
基
準
に
達
す
る
ま
で
女
性
の
数
を
増

や
し
て
い
く
」「
約
1
万
人
の
朝
鮮
人
女
性
を
か
き
集
め
て
・
・
・
」「
広

東
占
領
直
後
第
21
軍
司
令
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
参
謀
は
約
500
名
の
慰
安

婦
の
徴
募
を
要
請
。
要
請
を
受
け
た
警
保
局
は
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
福
岡

県
か
ら
各
100
名
、
京
都
府
・
山
口
県
か
ら
各
50
名
計
400
名
の
女
性
を
秘

密
裏
に
集
め
さ
せ
る
よ
う
、
各
府
県
知
事
に
指
示
」「
軍
慰
安
所
は
性
病

予
防
の
た
め
に
効
果
あ
る
ど
こ
ろ
か
逆
で
、
天
津
・
蘇
州
・
杭
州
の
特
設

病
院
に
収
容
し
た
性
病
患
者
は
1938
年
4
月
か
ら
1939
年
末
ま
で
に
1
万

6350
人
に
達
し
た
」「
軍
慰
安
婦
の
総
数
は
、
最
も
少
な
い
見
積
も
り
で
も

5
万
人
強
と
な
る
」。 

 

そ
の
集
め
方
に
つ
い
て
「
日
本
か
ら
は
、
現
に
性
買
売
を
行
っ
て
い
る

者
、
満
21
歳
以
上
な
ど
の
条
件
だ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
前
借
金
で
人

身
売
買
の
末
移
送
さ
れ
、
条
件
も
厳
密
に
守
ら
れ
な
か
っ
た
」
そ
の
他
朝

鮮
、
台
湾
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
誘
拐
、
部
隊
経
理

部
や
憲
兵
が
か
き
集
め
た
り
、
軍
が
直
接
に
暴
力
を
用
い
て
連
行
し
た

り
、
軍
が
地
元
の
有
力
者
に
依
頼
す
る
な
ど
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
5
万
人
も
の
女
性
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
軍
の

関
与
は
明
ら
か
で
、
日
本
政
府
は
全
て
の
犠
牲
者
に
心
か
ら
の
謝
罪
と
賠

償
を
す
べ
き
で
す
。
被
害
申
告
し
た
女
性
た
ち
が
次
々
に
亡
く
な
ら
れ
て

い
ま
す
。
急
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

SIDE-A 

安藤はるみの活動日誌 
10 月 11 日 (土） 医療シンポ 

   12 日 (日)  弘前オペラ鑑賞 

   13 日 (月) 藤野道格名誉市民記念祝賀会 

     15 日 (水) ホタテ問題農水省交渉（農水省）＜写真Ａ面＞ 

   17 日 (金) 介護保険を良くする会要望書提出 

   18 日 (土) 2 校学習発表会 

   18 日～19 日（日）原発住民センター全国交流集会 in むつ 

＜写真Ａ面＞ 

   21 日 (火) ホタテ問題で漁協土屋支所懇談 

   22 日 (水) 鯵ヶ沢戦争遺産巡り＜写真Ｂ面＞ 

   24 日 (金) 原発核燃ノー金曜日行動 

   25 日 (土) 憲法守れ戦争反対市民集会 

   26 日（日） 議会報告会 in 中央公民館岩木館＜写真Ｂ面＞ 

オンブズパーソン総会 

   27 日 (月) ホタテ問題県への申し入れ＜写真Ａ面＞ 

   28 日～30 日 長崎・熊本での委員会調査＜写真Ｂ面＞ 

   31 日 (金) 弘前城菊と紅葉まつり開会式＜写真Ｂ面＞ 

11 月 1 日 (土）教育の集い「鈴木大裕氏講演」 

     2 日～3 日 東北文学研究集会 in 弘前 

    4 日 (火) 最賃中小企業支援政府交渉（参議員会館） 

＜写真Ａ面＞ 

    7 日 (金) 私学振興大会 in 八戸 

 

 

こ
れ
で
は
ね 

威
信
途
絶
え
た
維
新
様 
 

 
 

（
は
る
み
の
ワ
ク
ワ
ク
川
柳
） 

 
最賃中小企業支援政府交渉 

 

 

 

原発問題住民運動連絡センター全国交流会にて 
        現地報告 
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ホタテ問題で信夫隆生水産庁次長へ申し入れ 

 

 

ホタテ問題で種市正之青森県農林水産局長へ 

申し入れ 
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SIDE-B 

はるみ事務所の風 
 最近、とある住宅地に行く用事がありました。

弘前市内なのですが、町名さえ(・・?  

どこらへんなのかも(・・? 

そんなときはスマホのナビアプリに頼ります。 

ふんふんなるほど・・・ 

 鍛冶町から南に行って・・・ 

 さあ、そこからです。ずーーーーーーーっと

ほっそい道！！ 

 除雪車入れなさそう。 

 対向車が来たらバックするしかない道。 

しかも何度もポキポキ曲がらされ、ほっそい

踏切を渡らされ、不安で泣きたくなりました。 

ナビめ(｀・ω・´) 

親切心で走行距離の短い経路を教えてくれた

のでしょうけどね。 

 帰りはちゃんと信号のある広い道を走りまし

た。遠回りだけど、かかった時間は同じくらい。 

 

私みたいな方向音痴はナビに従うのが安全だ

と思い込んでいますが、もうちょっと自分を信

じてみよう。いや、それも危険か？ 

               葛原 未来                                

                              

 

                                     

10
月
2
日 

経
済
・
交
通
・
観
光
員
会
で
質
問 

｛
経
済
産
業
部
｝ 

議
案
●
中
小
企
業
者
等
LP
ガ
ス
・
特
別
高
圧
電

気
価
格
高
騰
対
策
支
援
事
業
に
つ
い
て 

所
管
事
項
●
県
内
の
女
性
経
営
者
の
創
出
支
援

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

｛
観
光
交
流
推
進
部
｝ 

議
案 

県
産
酒
米
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
は 

求
め
ら
れ
る
大
切
な
事
業 

青
森
酒
造
組
合
か
ら
の
要
望
は
？ 

中
村
義
人
県
産
品
販
売
・
輸
出
促
進
課
長
「
酒

米
の
急
激
な
価
格
高
騰
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
県
内
の
酒
造
に
対
し
て
酒
米
の

価
格
上
昇
分
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
、
日
本

酒
の
消
費
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
県
産
酒

の
販
売
拡
大
に
向
け
て
国
内
外
へ
の
情
報
発

信
や
販
売
開
拓
の
取
組
を
行
う
事
の
2
点
の

要
望
が
あ
っ
た
」 

支
援
対
象
と
な
る
事
業
数
は
？ 

県
産
品
販
売
・
輸
出
促
進
課
長
「
清
酒
の
製
造

免
許
を
有
す
る
県
内
の

1
6

社
が
対
象
」
と
答

弁
。 

安
藤
は
酒
蔵
の
声
も
紹
介
し
な
が
ら
大
切
な

事
業
だ
と
強
調
し
、
お
菓
子
や
み
そ
な
ど
の
加

工
用
米
に
つ
い
て
も
価
格
転
嫁
状
況
な
ど
も

見
据
え
補
助
の
対
象
に
加
え
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。 

 

所
管
事
項 

●
青
森
観
光
他
紙
制
度
に
つ
い
て 

●
青
森
県
観
光
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て 

 

信
や
販
売
開
拓
の
取
組
を
行
う
事
の
2
点
の

要
望
が
あ
っ
た
」 

支
援
対
象
と
な
る
事
業
数
は
？ 

県
産
品
販
売
・
輸
出
促
進
課
長
「
清
酒
の
製
造

免
許
を
有
す
る
県
内
の
16
社
が
対
象
」
と
答

弁
。 

安
藤
は
弘
前
の
酒
蔵
の
声
も
紹
介
し
な
が
ら

大
切
な
事
業
だ
と
強
調
し
、
支
援
の
強
化
を
求

め
る
と
共
に
、
お
菓
子
や
み
そ
な
ど
の
加
工
用

米
に
つ
い
て
も
価
格
転
嫁
状
況
な
ど
も
見
据

え
補
助
の
対
象
に
加
え
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

所
管
事
項 

●
青
森
県
文
化
観
光
大
使
制
度
に
つ
い
て 

●
青
森
県
観
光
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。 

｛
交
通
・
地
域
社
会
部
｝ 

所
管
事
項 

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
を
伸

ば
し
自
転
車
事
故
で
の
頭
部
致
命
傷
を

防
ぎ
命
を
守
れ 

着
用
率
の
現
状
は
？ 

小
笠
原
徹
地
域
生
活
文
化
課
長
「
令
和
5
年
が

2，5
％
、
令
和
6
年
が
9，1
％
、
令
和
7
年
が

7，5
％
と
推
移
。」
さ
ら
に
全
国
の
順
位
を
質
し

「
令
和
4
年
46
位
、
令
和
6
年
40
位
、
令
和

7
年
46
位
」
と
答
弁
。 

着
用
率
向
上
に
向
け
て
の
取
組
は
？ 

地
域
生
活
文
化
課
長
「
チ
ャ
リ
に
乗
る
な
ら
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
チ
ャ
リ
メ
ッ
ト
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
設
定
し
て
広
報
活
動
を
展
開
し
7
月

か
ら
8
月
ま
で
を
チ
ャ
リ
メ
ッ
ト
着
用
促
進

強
化
期
間
と
し
て
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

購
入
し
た
方
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
シ
ー
ル

を
購
入
特
典
と
し
て
配
布
、
着
用
促
進
に
取
り

組
ん
だ
県
内
の
企
業
等
を
協
力
団
体
と
し
て

登
録
す
る
な
ど
各
種
取
組
を
進
め
た
。
」
と
し

ま
し
た
。 

か
ら
8
月
ま
で
を
チ
ャ
リ
メ
ッ
ト
着
用
促
進

強
化
期
間
と
し
て
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

購
入
し
た
方
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
シ
ー
ル

を
購
入
特
典
と
し
て
配
布
、
着
用
促
進
に
取
り

組
ん
だ
県
内
の
企
業
等
を
協
力
団
体
と
し
て

登
録
す
る
な
ど
各
種
取
組
を
進
め
た
。
」
と
し

ま
し
た
。 

安
藤
は
購
入
費
補
助
を
す
る
こ
と
で
着
用

率
ア
ッ
プ
を
目
指
す
べ
き
と
質
し
た
の
に

対
し 

地
域
生
活
文
化
課
長
は
「
調
査
し
た
結
果
現
物

支
給
し
て
い
る
自
治
体
は
黒
石
市
と
蓬
田
村

の
2
自
治
体
、
補
助
制
度
の
あ
る
自
治
体
は

弘
前
市
、
つ
が
る
市
、
平
川
市
、
十
和
田
市
、

藤
崎
氏
、
板
柳
町
、
中
泊
町
の
7
自
治
体
と

な
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
安
藤
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
義
務
化
す
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

他
に 

●
J
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
つ
い

て
受
け
入
れ
の
条
件
や
県
内
の
受
け
入
れ
環

境
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。 

  

ア
ジ
サ
イ
便
り
を
読
ん
で

の
ご
感
想
や
、
委
員
会
な
ど

議
会
で
取
上
げ
て
欲
し
い

こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

お
寄
せ
く
だ
さ
い
♪ 

 

 

  市民集会後デモ行進 

 

9 条女性の会・鯵ヶ沢戦争遺産めぐり 

 
弘前菊と紅葉まつり開会式 

 
文京後援会議会報告会 

 

岩木後援会議会報告会 

 

      委員会で質問 

 

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
視
察 


